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１．学ぶ意欲をもち、知性 と良識の

あふれる村をつくり ます。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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点

検

を

重

ね

て

築

く

″
火

災

ゼ

ロ

心

「
佐
井
村
消
防
団
出
初
式
」

＝
一
月
四
日
・
古
佐
井
大
町
＝

２～Ξ むらの話題

∠↓～フ あしらせ

出稼ぎ現他の

みなさん

８～９ 青少年育成

村民会議だより

帽～竹 イ呆健婦だより

蝗～帽 交母だより

銷～祁 棍務だより

年金だより

詣 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

防
火
へ
の
誓

い
を
新
た
に

＝
佐
井
村
消
防
団
出
初
式
＝

新
春
恆
例
の
佐
井
村
消
防
団

出
初
式
が
一
月
四
日
、
古
佐
井

大
町
を
会
場
に
し
て
開
催

さ

れ
、
団
員
一
同
、
防
火
へ
の
誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
原
田
か
ら
牛
滝
ま

で
の
八
分
団
か
ら
、
約
一
九
〇

名
の
団
員
が
出
動
。
各
分
団
ご

と
に
整
列
す
る
中
で
、
消
防
団

長
ら
の
観
閲
を
受
け
た
あ
と
、

ま
と
い
部
隊
を
先
頭
に
堂
々
の

分
列
行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
消
防
団
長
か
ら
年

頭
の
辞
、
村
長
の
訓
示
、
議
会

議
長
、
大
間
警
察
署
長
の
祝
辞

を
受
け
た
団
員
の
み
な
さ
ん
は
、

今
年
一
年
の
無
火
災
・
無
災
害

を
願
い
、
森
林
経
営
セ
ン
タ
ー

所
長
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
を
し

て
出
初
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
出
初
式
に
あ
た
り
十

二
名
の
団
員
の
方
々
に
精
勤
章

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受

け
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

佐

井

村

消

防

団

長

表

彰

■

精

勤

章

第

一

分

団

団

員

若

山

明

生

ク

ク

中

村

政

夫

第

二

分

団

ク

和

田

和

彦

ク

ク

後

藤

重

城

第

三

分

団

々

佐

藤

昭

弘

第

四

分

団

ク

宮

川

久

雄

タ

ク

館

脇

秀

章

第

五

分

団

々

新

田

辰

男

夕

多

福

田

猛

美

第

六

分

団

ク

池

田

洋

二

第

七

分

団

々

山

本

直

樹

第

八

分

団

ク

坂

井

篤

：消防団長らの観閲を受ける

表彰を受けたみなさん

漁

民

総

出

で

回

収

作

業

＝
沿
岸
漂
着
の
オ
イ
ル
ボ
ー
ル
＝

村
の
海
岸
線
に
、
廃
油
投
棄

が
原
因
と
み
ら
れ
る
オ
イ
ル

ボ
ー
ル
が
大
量
に
漂
着
。
漁
業

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
一
月
十
九
日
、
佐
井
村

漁
協
の
組
合
員
が
総
出
で
回
収

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
寒
風
が
吹
く
中

海
岸
線
一
帯
を
歩
き
な
が
ら
、

浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
オ
イ

ル
ボ
ー
ル
を
一
つ
ひ
と
つ
拾
い

集
め
海
岸
で
焼
却
。
し
か
し
、

砂
浜
に
埋
も
れ
た
り
、
岩
場
に

入
り
込
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が
目

立
ち
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
漂

着
し
て
い
る
オ
イ
ル
ボ
ー
ル
を

完
全
に
除
去
す
る
の
は
困
難
な

状
態
で
、
「
こ
ん
な
迷
惑
行
為

は
許
せ
な
い
。」
と
怒
り
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

オイルボール を同１１∇する油４蠹衵合 昌のみか；戈ん



「
２４
時
間
テ
レ
ビ
」
入
浴
乾
燥
車

”あ
か
し
あ
号
―

日
本
テ
レ
ビ
系
列
民
間
放
送

三
十
一
社
で
は
、
「
２４
時
間
テ

レ
ビ
愛
は
地
球
を
救
う
」
チ
ャ

リ
テ
ィ
募
金
の
平
成
四
年
度
分

に
よ
り
、
こ
の
た
び
県
内
で
は

佐
井
村
と
三
厩
村
に
福
祉
車
両

と
し
て
入
浴
乾
燥
車
が
寄
贈
さ

れ
、
こ
の
ほ
ど
佐
井
村
社
会
福

祉
協
議
会
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

。
あ
か
し
あ
号
”
と
名
付
け

ら
れ
た
こ
の
車
は
、
老
人
の
長

期
臥
床
者
に
対
し
、
浴
槽
の
中

で
お
湯
の
浮
力
を
利
用
し
て
運

動
さ
せ
、
手
足
の
廃
用
性
委
縮

を
防
ぐ
こ
と
や
、
し
ば
し
ば
問

題
に
な
る
床
ず
れ
の
予
防
対
策

と
し
て
末
梢
血
管
の
循
環
を
促

進
さ
せ
、
組
織
の
活
性
化
を
図

り
栄
養
状
態
を
良
好
に
さ
せ
る

の
で
、
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
身
体
を
清
潔
に
し
、

入
浴
に
よ
る
爽
快
感
が
居
な
が

ら
に
し
て
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
か
ら
、
お
年
寄
り
に
と
っ

て
大
き
な
生
き
が
い
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
と
ん
乾
燥
も
で
き

ま
す
の
で
、
寝
た
き
り
老
人
に

対
し
て
一
石
二
鳥
の
効
果
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
入
浴
乾
燥
車

。あ
か
し

あ
号
”
を
利
用

な
さ
り
た
い
方

は
、
佐
井
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
酋
⑨
四
一
八

こ

へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

配置された「あかしあ号」

青

森

県

優

秀

選

手

（
陸
上
競
技
）
に
選
ば
れ
る

長島幸雄くん

昨年１２月、青森県体育協会は、
平成４年に全国レベルで活躍し
た各スポーツの表彰者を発表し
ました。
この青森県優秀選手（陸上競
技）に選ばれたのが、役場に勤
務する長島幸雄くん（２３歳）。
昨年１１月に、東京の国立競技場
で開催された第４１回全国青年大
会の陸上競技走り高跳びで優勝
した功績が認められたものです。

青
森
県
地
域
婦
人
団
体

連
合
会
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
る
。

浜中よんさん

佐井婦人会の前会長である浜
中よんさん（古佐井）が、永年
にわたる活動に対して、このほ
ど青森県地域婦人団体連合会か
ら感謝状が贈られました。

第１６回

佐
井
村
ナ
イ
タ
ー

卓
球
大
会
が
開
幕

冬

季

の
運
動
不

足
解

消

に

と
、
今
年
で
十
六
回
目
と
な
る

ナ
イ
タ
ー
卓
球
大
会
が
、
一
月

十
八
日
に
開
幕
。

今
年
度
は
参
加
チ
ー
ム
が
十

五
を
か
ぞ
え
、三
月
い
っ
ぱ
い
ま

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

▼ナイター卓球の開会式

（参 力［］チ ー ム ）

・チームＩｓ

・誠 尚 会

・イ ロ ハ

・ラブオール

・林野クラブ

・若 品 本

・中道ひょうきん族

・貴 品 本

・おっ きあいくらぶ’９３①

・花 の 中 年

・ふっこきーず

・ファミリー

・ア ル ザ ス

・おっ きあいくらぶ’９３②

・くうねるあそぶ

好

評

で

す

／

む

ら

お

こ

し

商

品

卜

⑥

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業
協
議
会

■

ひ

ば

線

番

小

売

価

格

８

０

０

円

・
ひ
ば
油
含
有
、
従
来
の
線
香
の
香
り

を
極
力
抑
え
薇

香
性
）
ひ
ば
の
香
り
を

強
調
し
て
い
ま
す
。



母

子

家

庭
の

方
々
の
た
め
に

＜

児

童
扶

養
手
当
▽

○
支
給
対
象

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
場
合
ま
た
は
父

が
心
身

に
障
害
の
あ
る
場
合
に
、
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
母

（
ま

た
は
養
育
者
）
に
対
し
て
児
童

扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入

所
し
た
り
、
毋
（
ま
た
は
養
育

煮

若
し
く
は
児
童
が
国
民
年

金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
、

厚
生
年
金
、
恩
給
な
ど
の
公
的

年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
、
ま

た
は
児
童
が
年
金
の
加
算
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
昭
和
六
十

年
八
月
一
日
以
降
に
支
給
要
件

に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
人

に
つ
い
て
は
、
支
給
要
件
に
該

当
し
た
日
か
ら
、
五
年
を
経
過

し
た
場
合
に
は
、
正
当
な
理
由

が
あ
る
と
き
を
除
き
認
定
請
求

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
手
当
額平

成
四
年
四
月
現
在
）

所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

△

特
別
児
童
扶
養
手
当
▽

○
支
給
対
象

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の

あ
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
を
監

護
す
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く

は
そ
の
養
育
者
に
特
別
児
童
扶

養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
対
象
児
童

が
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

○
手
当
額
（
平
成
四
年
四
月
現
在
）

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

Ａ

母
子
、
寡
婦
福
祉
資
金
▽

母
子
家
庭
、
寡
婦
に
対
し
、

経
済
的
自
立
の
助
成
と
生
活
意

欲
の
助
長
を
図
る
た
め
、
各
種

資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
種
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
役
場
住
民
福
祉
課
住
民

下北地方福祉事務所

現地面接相談所を開設

２月１０日（水）・２月２４日團

午後１時～３時

農業研修センター

・受付期限＝４月３０日まで

・申 込 先＝教育委員会総務係

ａ（３８べ
に ？

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
仕
事
匸
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
。

現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
へ

上
ン
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
纈

み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
罔
弌
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

佐

井

村

季

節

労

務

者

協

議

会

定

期

大

会

及

び

激

励

懇

談

会

が

開

催

さ

れ

る

一
月
五
日
、
新
春
恆
例
の
佐

井
村
季
節
労
務
者
協
議
会
主
催

に
よ
る

。
安
全
祈
願
祭
”
が
箭

根
森
八
幡
宮
で
厳
か
に
行
わ
れ

続
い
て
第
二
十
八
回
定
期
大
会

及

び
村
主
催
の
激
励
懇
談
会

が

ア
ル
ザ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
季
節
労
働
者
を

取
り
ま
く
状
況

は
、
景
気
の
後

退
で
製
造
業
を
中
心
に
求
人
減

少
、
労
働
時
間
の
短
縮
に
よ
る

賃
金
減
収
、
雇
用
関
係
及
び
外

国
人
労
働
者
問
題
等
、
諸
問
題

が
山
積
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
諸
問
題
に
対
処
し
、
労

働
者
と
し
て
の
権
利
と
生
活
を

守
る
た
め
に
も
、
よ
り
一
層
の

団
結
を
強
め
る
こ
と
を
決
意
し

万
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

激
励
懇
談
会
で
は
、
佐
井
村

保
健
協
力
員
（
会
長

島
野
房

子
）
に
よ
る
健
康
劇
を
観
覧
し
、

日
常
の
食
生
活
の
大
切
さ
を
あ

ら
た
め
て
痛
感
す
る
と
と
も

に
、
健
康
に
対
す
る
認
識
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
井
村
出

▼第２８回季節労務者協議会定期大会



係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Λ

母
子
休

養

ホ

ー
ム
▽

母
子
家
庭
の
方
々
が
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
他
休
養
の

た
め
に
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

技

能

を

身

に

＼

＼

つ

け

ま

せ

ん

か

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

母
子
家
庭
、
寡
婦
等
の
方
で
、

和
裁
、
洋
裁
、
編
物
手
芸
等
を

習
い
た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。入
所
案
内
等
に
つ
い
て
の
詳

し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
福
祉

課
（
酋
璽

一
一

二

）
、
下
北

地
方
福
祉
事
務
所
（
登
⑩
八
五

八

匸

、
ま
た
は
母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
登
○
一
七
七
⑩
一
〇

六
九
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
科

目

和
裁
科
、
洋
裁
科
、
編
物
手

芸
科

■
講

習

囗

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前

九
時
三
〇
分
か
ら
午
後
四
時

下

北

里

親

会

の

二

二

賛

助

会

員

を

士

募

集

し

ま

す

子
ど
も
に
と
っ
て
、
両
親
の

愛
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
成
長
す
る

こ
と
は
、
何
よ
り
も
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
家
庭
的

な
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

下
北
里
親
会
で
は
、
会
員
相

互
の
親
睦
と
里
親
制
度
の
発
展

を
図
る
と
と
も
に
、
環
境
に
恵

ま
れ
な
い
児
童
の
福
祉
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

①
里
親
制
度
の
普
及
、
啓
蒙
並

び
に
里
親
開
拓

②
児
童
の
養
育
に
必
要
な
研
究

視
察
、
協
議
相
談

③
環
境
の
調
整

④
関
係
機
関
、
団
体
に
対
す
る

連
絡
調
整

⑤
里
親
並
び
に
里
親
制
度
の
発

展
に
必
要
な
こ
と

会
費
は
年
間
氛

○
○
○
円

で
す
。
申
込
み
ま
た
は
詳
細
に

つ
い
て
は
、
下
北
地
方
福
祉
事

務
所
（
公
⑩
八
五
八

匸

、
役

場
住
民
福
祉
課
（
登
⑨
二
一
一

ご
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

里親儷条ご
コ

わ
た

く
し

た
ら
里
親

は
、
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児

童
に
対
し
、
こ
れ
に
か
わ
る
家

庭
を
与

え
ま
す
。

匸

わ
た

く
し

た
ち
里

親
は
、
親
と
し
て
の
愛
情
と
誠
意
を
も
っ
て
児

童
の
養
育
に
あ

た
り
ま
す
。

匸

わ
た

く
し
た
ら
里
親
は
、
児
童
に
対
し
個
性
に
応
じ
た
教
育
と
技
術
習
得
の
機
会

を
与
え
、
そ
の
社
会
的
独
立
を
た
す
け
ま
す
。

一
、

わ
た

く
し
た
ら
里
親
は
、
児
童
の
養
育
に
必
要
な
知
識
と
技
術
の
向
上
に
つ
と
め

ま
す
。

气

わ
た

く
し
た
ら
里
親
は
、
自
ら
の
家
庭
を
と
と
の
え
、
ま
た
児

童
を
め
ぐ
る
社
会

環
境
の
改
善
に
つ
と
め
ま
す
。

稼
留
守
家
族
主
婦
の
会
（
会
長

太
田
（

ル
子
）
の
み
な
さ
ん
が
。

日
頃
家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命

働

い
て

い
る
お
父
さ
ん
方
へ
、

心

を

こ

め
て
作
っ
た
手

料
理

と
、
カ
ラ
オ
ケ
を
披
露
し
、
参

加
者
か
ら
拍
手
喝
采
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
も
、

カ
ラ
オ
ケ
や
働
き
先
の
話
題
な

ど
話
に
花
が
咲
き
、
仲
間
同
士

の
交
流
を
深
め
、
次
の
再
会
を

誓
い
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

篥８回 むつ・下北地区子ども会

郷土 芸 能発表 大会

長
後
子
ど
も
会
出
演

と き ２月７日（一日）

午後１時～

ところ 下北文化会館大ホール

献血であなたの健康管理を！

やさしい思いやりに育まれて、貴い生命が

救われる献血。人間としての大切な思いやり

の心とやさしさが、さらに大きく実を結ぶこ

とを願って、移動採血車による献血を行ない

ます。血液型の判別のほかに、病気の早期発

見や予防に役立てていただくため、採血した

血液の一部分で生化学的検査をして、その結

果をお知らせします。この機会に健康チェッ

クしてみてはいかがですか。

採血場所及び時間は次のとおりです。みな

さんの御協力をお願いします。

２ 月 ４ 日（木）

１０：００～１２：００ 役 場 前

１３：００～１６：００ ア ル ザ ス前



水
田
営
農
活
性
化
対
策
が

一一
ｔ
成
五
年
～
七
年
度
ま
冨

三

年

間

実

施

さ

れ
ま

す

▼
今
回
の
対
策
は
、
水
田
農
業

確
立
対
策
（
昭
和
六
十
二
年
～

平
成
四
年
度
）
の
実
績
と
経
験

を
踏
ま
え
て
、
次
の
事
項
を
ね

ら
い
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
水
稲
作
・
転
作
を
通
じ
る
生

産
性
の
高
い
水
田
営
農
の
確

立
。

②
他
用
途
利
用
米
を
含
む
望
ま

し
い
米
づ
く
り
推
進
。

③
生
産
者
の
創
意
工
夫
と
地
域

の
自
主
性
が
活
か
さ
れ
る
生

産
体
制
の
確
立
へ
の
環
境
づ

▼
青
森
県
か
ら
佐
井
村
へ
の
配

分
（
平
成
五
年
言

・
水
田
営
農
活
性
化
対
策
の
転

作
等
目
標
面
積
三
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

・
他
用
途
利
用
米
生
産
予
定
数

量

三
ト
ン

・
水
田
営
農
活
性
化
対
策
の
事

前
売
渡
し
申
込
み
限
度
数
量

五
十
ト
ン
（
八
三
三
俵
）

▼
佐
井
村
の
水
田
営
農
活
性
化

対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
農
家
の
自
主
転
作
に
よ
り
転

作
目
標
面
積
を
達
成
し
、
ま
た
、

他
用
途
利
用
米
、
事
前
売
渡
し

限
度
数
量
に
つ
い
て
は
、
農
家

の
希
望
を
踏
ま
え
、
転
作
農
家

と
事
前
売
渡
し
申
込
み
状
況
に

よ
り
農
家
配
分
し
ま
す
。

▼
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
・
二
月
中
に
各
地
区
へ
の
説
明

会
を
実
施
。

・
三
月
中
に
農
家
か
ら
の
転
作

希
望
、
他
用
途
利
用
米
と
事

前
売
渡
し
米
の
申
込
み
取
り

ま
と
め
。

・
四
月
に
農
家
へ
の
配
分
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
地
域

振
興
課
（
登
⑩
二
一
一

匸

ま

で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
に

家
族
そ
ろ
つ
て

加
入
し
ま
し
よ
う

」
日
一
円
で

‐
ご
家
族
の
安
心
を

現
在
加
入

さ
れ
て
い
る
方

は
、
三
月
三
十
一
日
で
共
済
期

間
が
満
期
に
な
り
ま
す
。
た
だ

い
ま
新
規
加
入
の
申
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
加
入
さ
れ

る
よ
う
ぉ
す
す
め
し
ま
す
。

加
入
の
方
法
は
、
各
家
庭
に

各 助 成 制 度 の 趣 旨 及 び 要 件 等



配
布
さ
れ
ま
し
た
交
通
災
害
共

済
の
加
入
票
に
、
必
要
事
項
を

記
入

の
う
え
、
会
費
一
人
三
五

〇
円
を
添
え
て
、
二
月
二
十
八

日
ま
で
に
、
行
政
連
絡
員
及
び

地
区
総
代
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
学
童
団
体
に
つ
い
て
は
、
各

学
校

等
で
取

り
ま

と
め

し
ま

す
。
会
費
は
一
人
三
〇
〇
円
）

な
お
、
三
月
一
日
以
降
は
、

役
場
総
務
課
ま
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

※
交
通
災
害
共
済
に
つ
い
て
の

問
い
合
せ
は
、
役
場
総
務
課
総

務
係
ま
で
。

｛
一一

三

凸

二
一

二

親

子

ふ

れ

あ

い

村

へ

「
歩
く
ス
キ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

学
校
週
五
日
制
の
休
日
に
、

親
子
で
歩
く
ス
キ
ー
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。
自
然
の
家
の
周
り

を
歩
く
ス
キ
ー
で
散
歩
し
な
が

ら
、
ウ
サ
ギ
・
カ
モ
シ
カ
等
の

動
物
の
足
跡
を
さ
が
す
な
ど
、

冬
の
自
然
観
察
を
楽
し
み
ま
す
。

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

と
と
も
に
、
他
の
家
族
と
も
交

流
し
て
素
敵
な
思
い
出
を
！

■
と

き

二
月
十
三
圉
～
十
四
日
㈲

■
と
こ
ろ

下
北
少
年
自
然
の
家

■
対

象

小
学
校
三
年
生
～
高
校
生
と

保
護
者

■
締
切
り

二
月
五
日
窗

■
問
い
合
せ

下
北
少
年
自
然
の
家

登
⑩
五
八
五
八

Ｎ

Ｈ

Ｋ

学

園

専

攻

科

「

社

会

福

祉

コ

ー

ス

」

一
九
九
三
年
度

四
月
期
生
を
募
集
し
ま
す

Ｎ

Ｈ

Ｋ

学

園

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

ー
ス
ク
ー
ル
「
社
会
福
祉

コ
ー
ス
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
社
会
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
社
会
福
祉
科
目
及
び
教
養

科
目
を
学
習
し
ま
す
。

■
四
月
期
生
募
集
期
間

二
月
一
日
～
四
月
五
日
ま
で

■
入
学
資
格

高
等
学
校
卒
業
以
上

■
修
業
年
限
は
二
年
（
半
年
を

一
期
と
し
て
四
期
ま
で
あ
り

ま
す
。）

■
問

い
合
わ
せ
、
入
学
案
内
書

（
付
願
書
、
無
料
）

の
請
求
は

左
記
ま
で
。

〒
一
八
六
－

○
一
東
京
都
国
立

市
富
士
見
台
二
上

二
六

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
専
攻
科

ａ
Ｏ
四
二
五
毛

二
）
ご
二

五
一

働

き

な

一ｙ

ら

学

べ

る

高

校

通

信

制

教

育

課

程

＝
県
立
野
辺
地
高
等
学
校
＝

月
二
回
程
度
の
出
校
（
日
曜

ま
た
は
月
曜
）
と
四
年
間

三

年
で

も
可
）

の
学
習
で
、
高
等

学
校
卒
業
の
資
格

が
得
ら
れ
ま

す
。仕
事
の
都
合
な
ど
で
全
日
制
・

定
時
制
に
通
え
な
い
人
に
適
し

た
高
校
の
課
程
で
す
。
学
費
は

年

間
二

八
、

〇
〇

〇
円

程

度

で
年
齢
や
職
業
を
問
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
も
通
信
制
で
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

■

募
集
人
員

男
女
二
〇
〇
名

■

問
い
合
せ

〒
○
三
九
－

ご
二

上
北
郡
野
辺

地
町
字
松
ノ
本
一
〇
六
－

一

県
立
野
辺
地
高
等
学
校
通
信
制

の
課
程
入
学
係

登
○
一
七
五
（
六
四
）
ニ

ー
四
九

○共済見舞金の額

あ な た の た め の 放 射 線 展

－ む つ 総 合 病 院 －

社団法人日本放射線技師 会及び青森県放射線技
師 会の主催に よる「あなたのための放射線展」が、

むつ・下北地域において初めて開催されます。
こ れは、放射線技 師の医療 界における仕事 の内

容 や医療放射線を正しく理解していただくことを
目的に開催するもので、入場 は無料。お気軽にご
来場 ください。
■ と き ２月７日（日） 午前１０時～午後６時

● ところ むつ松木屋４階催事場

※ご 来場 のみなさ んには、粗品を進呈し ます。

第 ５ 回 婦 人 の つ ど い

＝ 佐 井 村 地 域 婦 人 団 体 連 合 会 ＝

佐井村の婦人団体が一堂に集まり、お互いに交

流しそして学ぶ「婦人のつ どい」が開催され ます。
つどいでは、講師に菅原一 成先生（佐井 村出身で
旧姓石田）の 人゙生 はド ラマ。人間の幸せとは何

かー－－と題した講演 や、作品展示、バザー、アト
ラ クションも予定 されてい ます。

どなたでもお気軽 に参加 ください。
■ と き ３月７日（日）午前１０時から
■ ところ アルザスしお さいホール

冬季 な な 食 談 義

■と き ２月６日（土）

■ところ アルザスしおさいホール

■イベント

Ｓ・青田昇氏講演会 午後５時３０分～

Ｓ・言いたい放題食談義

午後７時３０分～



青
少

年

育

成
村

民

会
議

だ
よ

り

「
家

庭
の

日

」
運
動
の

ね
ら

い

＝

な
ぜ

”
家
庭
の
日

”
？・
＝

家
庭
と
は
、
疲
れ
を
い
や
す

「
憩
い
の
場
」
で
あ
り
、
互
い

の
悩
み
や
苦
し
み
を
分
か
ち
合

う
「
安
ら
ぎ
の
場
」
で
あ
る
と

言
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
厳
し

い
が
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る

父
と
、
や
さ
し
く
世
話
を
し
て

く
れ
る
母
と
に
囲
ま
れ
た
、
夢

と
希
望
を
育
む
楽
し
い
場
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
の
健
全

な
成
長
を
願
う
行
事
と
し
て
、

ひ
な
祭
り
や
端
午
の
節
句

が
あ

り
、
国
民
の
祝
日
「
子
ど
も
の

日
」

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
父

の
日
」
「
毋

の
日
」

と
い
っ

た

慣
習
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
家
族
の
日
が
あ

り
な
が
ら
、
な
ぜ
「
家
庭
の
日
」

な
の
で
し
ょ
う
か
。

’

近
ご
ろ
、
家
庭
教
育
の
な
か

で
何
か
大
切
な
こ
と
が
抜
け
落

ち
て
、
子
ど
も
の
養
育
に
重
大

な
欠
陥

や
ひ
ず
み
が
生
じ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
指
摘
さ
え
あ

り
ま
す
。

「
親
は
、
子
ど
も
か
ら
一
日

も
早
く
離
れ
、
自
立

さ
せ

る
こ

と
が
最
終
目
的
」
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
不
足
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
の
た
め
に
「
厳
し
く
し
つ

け
、
体
で
覚
え
さ
せ
る
。」
め
ん

ど
う
で
も
、
子
ど
も
に
手
伝
わ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
「
小

さ
な
信
念
を
貫

き
通
す
勇
気
を
も
た
せ
る
」
こ

と
で
、
世
の
中
は
思
う
通
り
に

は
行
か
な
い
こ
と
や
「
自
分
を

守
る
の
は
自
分
の
体
力
と
知

恵
」
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
な
ど

を
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
家
庭
の
日
」
運
動
は
、
こ

う
し
た
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

場
と
し
て
の
家
庭
を
大
切
に

し
、
健
全
な
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
場
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

今
、
あ
ら
た
め
て
自
分
た
ち

の
家
庭
や
社
会
の
役
割
に
つ
い

て
、
家
族
全
員
で
考
え
て
み
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
家

庭
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
個
々
の
家
庭
で
自
分

た
ち
の
「
家
庭
の
日
」
を
月
に

一
度
く
ら
い
は
家
族
が
協
力

し
、
実
行
さ
れ
る
よ
う
努
力
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

青
少
年
育
成
青
森
県
民
会
議
が
実
施
し
た
「
家
庭
の
日
」
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
青
森
県
知
事
賞
ご
入
賞
し
た
牛
滝
小
四
年
坂
井

干
雪
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

「
楽
し
か
っ
た
コ
ン
ブ
干
し
」

牛滝小４年
坂 井 千 雪

夏
休
み
中
、
お
父
さ
ん
と
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
朝
早
く
コ
ン
ブ

を
採
り
に
行
き
ま
し
た
。

私
た
ち
も
早
起
き
し
て
、
浜

で
コ
ン
ブ
を
採
っ
て
く
る
の
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。

一
番
最
初
に
來
だ
の
は
お
父

さ
ん
で
す
。
次
に
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
来
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
た

ち
が
私
た
ち
よ
り
も
っ
と
早
く

起
き
て
、
一
生
懸
命
採
っ
て
き

た
の
で
、
お
父
さ
ん
た
ち
が
ご

は
ん
を
食
べ
て
い
る
間
に
、
い

そ
い
で
仕
事
に
と
り
か
か
り
ま

し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
コ
ン
ブ

の
頭
を
も
い
で
、
私
は
コ
ン
ブ

の
ど
ろ
を
洗
い
流
し
、
お
母
さ

ん
は
コ
ン
ブ
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積

ん
で
、
干
す
場
所
に
コ
ン
ブ
を

運
ん
で
行
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け

で
、
み
ん
な
は
汗
を
た
ら
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
仕
事

が
終
っ
た
あ
と

は
、
か
や
に
干
す
仕
事
で
す
。

干
し
て
い
る
と
、
中
で
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
「
速
く
コ

ン
ブ
ば

持
っ
て
こ
い
」
と
ゴ
ン
グ
を
一

生
懸
命
干
し
な
が
ら
言
い
ま
し

た
。
私
は
「
長
い
間

ゴ
ン
グ
を

干
し
て
い
る
の
で
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
は
干
す
の
が
早
い

ん
だ
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。



国
保
の
し

お
り

み
ん
゛
の
医
療
費
、
有
効
に
Ｉ

成
人
病
の
増
加
、
人
口
構
造
⑤
咼
齢
化
な
ど
が
原
因
で
、
毎
年

医
療
費
か
増
加
し
つ
づ
け
て
い
ま
可
。
こ
の
ま
ま
増

兄
つ
づ
け
歇

ば
国
保
の
財
政
が
圧
迫
さ
机
、
保
険
税
の
色
袖
の
増
加
を
遐
け
う

机
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
已
健
康
づ
く
り
や
上
手
昼
党
診
を
心
が
け
、
医
療
齊

を
有
効
匚
佰
う
よ
う
心
が
け
よ
し
よ
う
。

医 療 費 の 状 況

〔１０月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，５６０人

退職者医療 力日入者贄 ６６人

老人医療 対象者数 ４９１人

思
っ
た
よ
り
早
く
干

し
終
り
ま

し
た
。

今
度
は
、
夕
方
ま
で
休
み
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
こ
ん
な
暑
い

中
、
お
父

さ
ん
た
ち
は
網
の
仕

事
も
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

私
は
「
大
き
く
な
っ
た
ら
お

父
さ
ん
の
よ
う
に
仕
事
を
し
て

汗
を
か
き
た
い
な
あ
。
遊
ん
だ

後
の
汗
は
、
お
母

さ
ん
た
ち
に

は
喜
ん
で
も
ら
え
な
い
な
あ
」

と
、
心
の
中
で
思

い
ま
し
た
。

そ
の
次
の
仕
事
は
、
コ
ン
ブ

の
取
り
入
れ
で
す
。
一
枚
一
枚

お
れ
な
い
よ
う
に
、
き
ち
ん
と

運
び
ま
す
。
夕
方
だ
け
ど
、
ま

だ
暑

い
の
で
と
て
も
汗
を
か
き

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
、
ま
だ

残
っ

て

い

る
コ

ン

ブ

の
頭
を

取
っ
て

い
る
と
き
に
「
そ
れ
何

さ
使
う
の
」

と
聞
い
た
ら
「
薬

だ
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
は

「

ゴ
ン
グ
は
薬
に
も
な
る
ん
だ

な
あ
。
が
ん
ば
ん
ね
ば
」
と
思

い
ま
し
た
。
お
父

さ
ん
が
取
り

終
っ
た
ら
、
今
度
は
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
所
へ
持
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
仕
事

が
終
っ
た
あ
と
、

時
計
を
見
た
ら
も
う
五
時
三
十

分
近
く
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
お
父
さ
ん
た
ち
は
休

み
が
な
い
の
で
、
休
み
を
作
っ

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
私
か
今
日
の

よ
う
に
一
生
懸
命
手
伝
い
を
し

て
、
そ
の
ぶ
ん
お
父
さ
ん
た
ち

を
休
ま
せ
て
あ
げ
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
今
ま
で

の
私
は
、
お
父
さ
ん
た
ち
に
、

か
ら
囗
ば
か
り
き
い
た
り
し
て

い
た
の
で
、
な
る
べ
く
少
な
く

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
コ
ン
ブ
干
し

と
か
の
お
手
伝
い
を
し
て
、
お

父
さ
ん
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、

お
母
さ
ん
た
ち
も
、
少
し
で
も

休
ま
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
少
し
づ
っ
お
父
さ
ん
た

ち
の
仲
間
入
り
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

お
手
伝
い
を
し
た
あ
と
は
、

と
て
も
い
い
気
持
ち
で
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

※
家
庭
で
の
手
伝
い
を
通
じ
て

の
対
話
の
申
で
、
親
子
の
・ふ
れ

あ
い
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
・

し
ょ
う
か
。
。

ふ
だ
ん
知

る
こ
と
の
で
き
な

い
子
ど
も
の
姿
に
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
。ま
す
。



保健婦だより

成人病の 芽゙謖

つみとろう

成人病予防週間

（２月１日～７日）

ｍ

は

じ

め

に

成
人
病
と
は
、
が
ん
・
心
臓

病
・
脳
卒
中
に
加
え
、
動
脈
硬

化
・
高
血
圧
・
糖
尿
病
な
ど
、

主
に
中
年
期
か
ら
発
病
す
る
病

気
の
総
称
で
す
。

現
在
、
日
本
人
の
死
因
の
約

三
分
の
二
は
成
人
病
に
よ
る
も

の
で
す
。
な
か
で
も
、
が
ん
・

心
臓
病
・
脳
卒
中
の
い
わ
ゆ
る

三
大
成
人
病
で
、
日
本
人
の
約

六
〇
％

が
命
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
四
十
～
六
十
歳
ぐ

ら
い
の
働
き
盛
り
に
多

い
病
気

で
も
あ
り
ま
す
。
（
表
１
・
２
）

二
月
一
日
～
七
日
は
、
成
人

病
予
防
週
間
で
す
。
成
人
病
は

「
生
活
習
慣
病
」
と
も
い
わ
れ

る
く
ら
い
、
日
頃
の
生
活
習
慣

と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
日
常
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

賜

若
い
か
ら
乙
自
箆
一
状
が
な
い
か
や
と
い
つ
乙
安
心
茖

な
い

ま
だ
若
い
か
ら
と
い
っ
て
。

「
成
人
病
と
は
無
縁
」
と
は
い

い
切
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

成
人
病
は
中
高
年
に
な
っ
て
発

病
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す

が
、
そ
の

舁
ダ

は
む
し
ろ
二

十
代
ノ

エ
十
代
と
若
い
う
ち
か

ら
育
て
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
成
人
病
の
多
く
は
、

無
症
状
の
ま
ま
進
行
し
ま
す
。

あ
る
囗
突
然
、
心
臓
病
の
発
作

が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
や
高
血

圧
は
、
十
年
、
二
十
年
前
か
ら

始
ま
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
す
。

固

食

生

活

を

見
直

そ

う

「
生
活
習
慣
病
」
と
い
わ
れ

る
成
人
病
対
策
の
キ
メ
手
は
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
に
あ
り
ま

す
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
食

生
活
の
改
善
。
健
康
的
な
食
習

（表２）

●三大成人病の死亡率の推移

（ 表 １ ）

● 年 次別成 人病 死亡割 合（人口１０万対）

・睡眠不足が続いている人

・ストレスに弱い人

・タバコを吸いすぎる人

・何事に対しても積極性に欠

ける人

・生活が不規則な人

・野菜嫌いの人

・家族にがんや脳卒中、心筋

梗塞、糖尿病などがある人

・健康診断を受けていない人

・血圧の高い人

・太りすぎの人

・運動不足の人

・充実した健康感がない人

１
日
即

９
｛
口
ぐ

康
相
談
日

１５
日
バ

｝
１ ４
付
時
間

２６
日
蚩

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場
・
健
康
相
談
室

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

４
日
水

乳
児

こ
二
歳
児
健
診

場
所

役
場
・
和
室

時
間

午
後
１２
時
３０
分
～

３
時

対
象
（
乳
児
）平
成
４
年
１０
月
生

同

年
７
月
生

同
年
２
月
～
４
月
生

三

歳
児
）
平
成
元
年
７
月
～

９
月
生

１０
日
水

川
目
地
区
ふ
れ
あ
い



價
を
身
に
つ
け
、
成
人
病
を
は

ね
か
え
し
ま
し
ょ
う
。

圓

運

動

不

足

が

招

く

成

人

病

運
動
不
足
は
肥
満
を
招
い
て

成
人
病
へ
の
近
道
を
つ
く
り
、

か
ら
に
は
内
臓
機
能
の
低
下
を

も
た
ら
し
ま
す
。
成
人
病
対
策

の
二
つ
目
は
、
運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
。
日
常
生
活
の

中
に
積
極
的
に
運
動
を
取
り
入

れ
、
病
気
を
寄
せ
っ
け
な
い
か

ら
だ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

固

肥

満

を

防

ご

う

「
多
少
太
っ
て
い
る
け
ど
、

い
た
っ
て
健
康
、
別
に
肥
満
な

ん
て
気
に
な
ら
な
い
」

な
ぜ
か
中
年
を
す
ぎ
る
と
、

肥
満
に
対
し
て
寛
容
に
な
り
が

ち
で
す
。
し
か
し
、
や
は
り
肥

満
は
成
人
病
の
危
険
信
号
。
病

気
の

ご
尹

が
育
た
な
い
う
ち

に
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

肥
満
は
、
高
血
圧
や
脳
卒

中
・
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
な
ど

の
成
人
病
の
『
元
凶
』
。
健
診

な
ど
で
肥
満
傾
向
を
指
摘
さ
れ

た
ら
、
生
活
改
善
の
努
力
を
し

回

ス

ト

レ

ス

解

消

心
の
健
康
を
保
と

う

ス
ト
レ
ス
で
心
が
む
し
ば
ま

れ
る
と
、
体
を
こ
わ
し
て
成
人

病
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
そ
の

反
面
ス
ト
レ
ス
は
、
創
造
性
や

仕
事
の
能
率
を
促
進
す
る
重
要

な
于
不
ル
ギ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。
自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
対

処
法

を
身

に
つ

け
成
人

病
の

屈
芦
を
つ
み
と
り
ま
し
ょ
う
。

栄
養
の
偏
り
・
不
規
則
な
食

事
・
運
動
不
足
・
睡
眠
不
足
・

肥
満
・
ス
ト
レ
ス
ー

。
こ
れ

が
成
人
病
の
主
な
原
因
で
す
。

長
年
身
に
つ
い
た
悪
習
慣

は
、
一
朝
一
夕
に
解
消
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

日
頃
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
点
検
し

て
、
改
善
し
や
す
い
も
の
か
ら

実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

心
泄

品

瑟

瑟

茗

・

食

生

活

の

悪

い

ク

セ

・
早
め
し
で
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ

・
好
き
な
も
の
だ
け
選
び
食
い

す
る

・
何
で
も
濃
い
味
が
好
き

・
朝
食
は
抜
き
、
夜
は
ド
カ
食

い
す
る

・
こ
っ
て
り
し
た
肉
料
理
が
大

好
き

・
野
菜
を
残
す
こ
と
が
多
い

・
酒
を
飲
み
た
い
だ
け
飲
む

・
一
人
で
食
事
す
る
こ
と
が
多

・ストレスが成人病を招く過程

交
流
会

場
所

川
目
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
９
時
～
午
後

２
時

１７
日
水

リ
（

ビ
リ
教
室

場
所

ア
ル

ザ
ス
し
お
さ
い

ホ
ー
ル

時
間

午
後
１
時
～
３
時

１８
日
米

矢
越
地
区
看
護
教
室

食
生
活
講
習
会

場
所

矢
越
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
１０
時
～

午
後
２
時

運 動 が も た ら す こ ん な 効 果

１心臓や 肺の機能を強 めて持久力 を高め、循環系の病

気を予防する

２血管を若々しく保 ち、血圧を下げる

３筋肉中 の毛 細血管 がふえるため、新陳代謝 を活発 に

する

４ か らだ の脂 肪 がよく

燃゙ え。て、肥 満 を防

ぎ、 ひ き し まっ た か

らだにする

５ストレ ス、不 眠、便秘

などを解消する

６食欲が増し、消化吸収

力が高まる

肥満を防ぐ日常生活

●週一回は体重測定を

●規則正しい生活リズム

を保つ

●過食を招くストレスを

ためない

●生活に運動を取り入れ

汗をかく

●お酒を飲み過ぎない

●食事時間はきちんと守

る

●よくかんで食べる（ひ

と囗２０回以上）

●皿数をふやし、―皿に

少量ずっのせる

●ハシは野菜から先にっ

ける

●コレステロールの多い

食品は控えめに

●菓子などは身近なとこ

ろへ置かない



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

交

通

安

全

家

族

会

議

（
大
佐
井
）
菊

池

春

美
さ
ん
宅

家族構成
菊
池
春
美

４３
歳

啓
子

４３
歳

一
春

小
三

清
春

小
一

幸
三

４
歳

横
浜
ぬ
い

７０
歳

た
ん

６５
歳

会

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。
と
こ

ろ
で
奥
さ
ん
も
だ
ん
な
さ
ん

も
運
転
し
て
い
る
よ
う
で
す

け
ど
、
免
許
取
っ
て
か
ら
ど

の
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

春

ぼ
く
は
二
十
年
く
ら
い
か

な
。

啓

私
は
十
五
年

く
ら
い
で

す
。
バ
イ
ク
の
方
は
二
十
年

に
な
り
ま
す
。

会

そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
当
時

は
女
性
は
ど
う
で
し
た
が
。

啓

少
な
か
っ
た
で
す
ね
。

会

二
人
と
も
免
許
を
取
っ
て

か
ら
だ
い
ぶ
た
ち
ま
す
が
、

運
転
し
て
い
て
危
な
い
と
感

じ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
か
。

春

佐
井
村
で
は
大
瀬
戸
の
所

で
す
。
合
図
し
な
い
で
運
転

し
て
い
て
、
ま
っ
す
ぐ
行
く

の
か
曲
が
る
の
か
見
当
つ
か

な
く
て
危
な
い
で
す
。
そ
れ

と
仲
町
も
卸
し
屋
の
車
が
駐

車
し
て
い
て
狭
く
て
危
な
い

啓

自
分
の
家
で
も
前
に
止
め

て
い
る
か
ら
何
と
も
言
え
な

い
け
ど
。

会

い
た
ず
ら
さ
れ
た
と
き
も

あ
っ
た
よ
ね
。

啓

酔
っ
ぱ
ら
い
の
人
だ
が
知

ら
な
い
け
ど
。
サ
イ

ド
ミ

ラ
ー
取
ら
れ
た
と
き
も
あ
っ

た
よ
。

春

車
庫
さ
入
れ
た
方
が
い
い

ん
だ
べ
た
っ
て
。

賍

都
会
で
は
、
車
庫
が
な
け

れ
ば
許
可
に
な
ら
な
い
け
ど

ね
。

啓

子
ど
も
達
は
、
浜
町
の
方

通
っ
て
い
る
け
ど
、
あ
っ
ち

の
方
も
狭
く
て
ね
。

春

こ
こ
も
十
字
路
だ
け
ど
狭

く
て
見
通
し
悪
く
て
。
そ
れ

に
坂
だ
し
て
冬
は
ア
イ
ス

バ
ー
ン
に
な
る
し
て
の
。

啓

家
の
前
が
す
ぐ
道
路
だ
し

て
、
飛
び
出
し
て
よ
く
お
ご

ら
れ
だ
の
。

会

元
気
い
い
子
ど
も
だ
し
て

の
。
こ
こ
は
小
学
校
が
目
と

鼻
の
先
だ
け
ど
。

交 通 標 識 豆 知 識（その９）

平成 ４年１１月 月 ］より道

路 交 通 法 が 改 正 さ れ ま し

た。 そ こで、改正 に なった

標識令 を紹介 します。

＠７１ｎａｔｉご）新しいマーキングか

＠「二段停止線」か法定化さ れました。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成４年） 青森県交通対策協議会

（ ） 内 は 前 年 。 累 計 は １ 月 か ら

平 成ｓ４ 年 中（７）交 通 事 故 び）主 な 特ｉ毀
（Ｄ 羝こｉ酉遅１車云に よ る 事ｉ攷 歹Ｅ者 力・大 巾扁に１曽力ｎ
３７人 （－＋－１２人 、 ＋４８．０％ ）
（含）こ ど も と 瀉ｉ歯參者 び）歹Ｅ者 力兮曽カロ
こ ど も１１人 （＋ ５ 人 、 ＋ ８３．３％ ）
蔵ｉ歯令者 ４５人 （＋ ６ 人 、 －＋－１５．４％ ）

③若年 運転者（こよる歹Ｅ亡事古文力付曽カロ５６
人 （＋１１人 、Ｈ－２４．４％）

（瓦）自載丿車 滯ぞ車中 四歹已者四シ ートベ ルト
着犀ド胆力吋氏しヽ ２３．４％

（ ） はｉ打年Ｊ＝ヒ

シートベルト しめる心が 身を守る



春

す
ぐ
だ
も
の
。

会

だ
け
ど
中
学
校
ま
で
行
く

と
な
れ
ば
時
開
か
か
る
ね
。

啓

二
十
分
か
二
十
五
分
く
ら

い
か
か
る
ん
で
な
い
べ
が
。

今
は
ゆ
っ
く
り
行
っ
て
る
け

ど
、
中
学
校
に
入
っ
た
ら
走

る
こ
っ
た
。

夕
方
に
用

事
が
あ
っ
て

走
っ
て
い
る
と
、
中
学
生
が

広
が
っ
て
歩
い
て
い
て
困
る

も
ん
だ
。
片
側
し
か
通
れ
な

い
も
の
。

会

親
の
方
も
い
ろ
い
ろ
子
ど

も
に
言
っ
て
聞
か
せ
て
い
る

と
思
う
け
ど
。
集
団
に
な
る

と
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

先
生
も
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
く

れ
て
い
る
だ
ろ
う
け
ど
困
り

ま
す
。
話
は
変
る
け
ど
、
冬
に
な

る
と
小
学
生
は
自
転
車
禁
止

に
な
る
ん
だ
よ
ね
。

啓

そ
う
で
す
。
夏
は
こ
こ
坂

だ
し
て
自
転
車
ス
ピ
ー
ド
出

し
て
き
て
、
横
断
歩
道
の
手

前
で
止
ま
れ
ず
十
字
路
に
飛

び
出
す
も
の
。
車
が
來
た
ら

危
な
い
と
思
う
よ
。

駐

小
学
生
は
自
転
車
の
免
許

持
っ
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。

春

そ
う
で
す
。
子
ど
も
も
危

な
い
け
ど
、
老
人
の
自
転
車

も
相
当
危
な
い
の
。
冬
は
な

る
べ
く
乗
ら
な
い
方
が
い
い

ん
で
な
い
の
か
な
。
す
べ
る

し
て
。

駐

そ
う
だ
な
。
冬
道
は
危
な

い
し
て
の
。
な
る
べ
く
乗
ら

な
い
で
歩

い
た
方
が
い
い
け

ど
。
自
転
車
を
足
代
り
に
し

て
い
る
し
て
の
。

啓

危
な
い
と
い
え

ば
、
子
ど

も
達
学
校
帰
り
に
橋
の
ガ
ー

ド
の
外
側
を
歩

い
て
さ
、
危

な
い
し
て

。
や
め
せ
”
と
声

か
け

る
と
す

ぐ

や
め

る
け

ど
。
上
か
ら
見
る
と
浅
く
見

え

る
け
ど
、
結
構
深
い
ん
だ

よ
。
す
ぽ
ん
と
か
く
れ
る
よ
。

会

そ
う
い
え

ば
川
の
土
手
に

上
る
と
こ
一
つ
も
な
い
ん
だ

も
の
ね
。

春

な
ん
か
規
定
で
作
ら
れ
な

い
の
か
ね
。

会

帽
子
飛
ば
し
た
り
、
弁
当

流
し
て
や
る
子
も
あ
る
よ
。

や
は
り
下
に
降
る
所
を
作
っ

た
ら
危
な
い
の
か
も
。

啓

今
、
車
を
運
転
し
て
い
て

危
な
い
の
は
、
ウ
イ
ン
カ
ー

あ
げ
な
い
で
急
に
止
ま
り
、

と
っ
て
も
お
っ
か
な
い
よ
。

こ
の
頃
多
い
よ
。

春

家
で
も
こ
の
前
飛
び
込
ま

れ
て
、
タ
バ
コ
ケ
ー
ス
を
壊

さ
れ
て
さ
。
旅
の
人
だ
け
ど
。

会

旅

の
人

は
止

れ

の
標

識

あ
っ
て
も
止
ら
な
い
で
、

ひ
ょ
っ
と
出
る
か
ら
。

春

初
心
者
（
女
性
）
が
徐
行

し
な
い
で
曲
ｉつ
て
き
て
び
っ

く
り
す
る
よ
。
す
ご
く
危
な

い
よ
。
狭
い
ば
接
触
す
る
と

き
も
あ
る
し
て
の
。

駐

狭
い
道
は
優
先
が
あ
っ
て

も
、
ゆ
ず
り
あ
い
を
し
な
い

啓

レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
前
の
道

路
も
一
二
叉
路
だ
け
ど
、
ど
ち

ら
が
優
先
か
迷
う
し
、
わ
か

ら
な
い
も
の
。

会

そ
れ
に
バ
イ
ク
に
乗
っ
て

い
て
、
古
佐
井
橋
の
所
の
段

差
も
ど
ん
ど
ん
と
は
ね
て
危

な
い
。
ホ
ビ
ー
さ
ん
の
十
字

路
も
気
を
つ
け
な
い
と
ね
。

ぬ

私
た
ち
も
一
輪
車
を
押
し

て
畑
に
行
く
と
き
、
ダ
ン
プ

来
れ
ば
引
き
込
ま
れ
そ
う
だ

し
、
止
ま
っ
て
行
っ
て
か
ら

歩
く
よ
。

会

風
圧
で
引
き
込
ま
れ
そ
う

に
な
る
も
の
ね
。
一
輪
車
は

右
で
、
リ
ヤ
カ
ー
は
左
を
通

る
よ
う
に
。

春

今
は
何
で
も
そ
う
だ
け
ど

免
許
な
い
と
操
作
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
時
代
だ
か
ら
、

気
を
つ
け
な
い
と
。

会

そ
う
で
す
ね
。
や
か
ま
し

く
な
っ
て
い
る
か
ら
。

啓

子
ど
も
達
、
学
校
の
帰
り

に
雪
が
降
れ
ば
、
あ
の
坂
を

何
人
も
す
べ
っ
て
き
て
危
な

く
て
車
が
来
れ
ば
ぞ
っ
と
す

会

ひ
か
れ
て
し
ま
う
と
何
に

も
な
ら
な
い
し
。
こ
れ
か
ら

寒
く
な
っ
て
雪
も
降
り
す
べ

り
や
す
く
な
る
の
で
、
お
互

い
に
気
を
つ
け
て
い
き
ま

ムコ
日
は
ど
う
も
あ
り
か
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
し
い
年
に
寄
せ
て大間警察署長

小 野 昇

輝
か
し

い
新
年

を
迎
え

、
佐
井

村

交

通

安

全

母

の

会

の
皆

様

に

は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ

と
と

お
慶

び
申
し
上

げ
ま
す
。

交

通

安

全

母

の

会

の

皆

様

に

は
、
平
素
、

交
通
安
全

活
動

は
も

と
よ
り
防
犯

活
動
等

、
警
察
行

政

の
各
般

に
わ
た
り
、
深

い
ご
理

解

と
温

か
い
ご
支
援
を

い
た
だ

い
て

お
り

ま
す
こ
と
に
対

し
、
心

か
ら

お
礼
申

し
上

げ
ま
す
。

特

に
ご
婦
人

と
し
て

の
立

場
を

生

か
さ
れ
、
高
齢

者
の
方

と
か
、

子

ど
も
に
対
し
、

や

さ
し

く
、
き

め
細

か

い
保
護
誘

導
活
動

や
呼

び

か
け

を
地
道

に
行

っ
て

お
り
、
私

ど
も
に
と
り

ま
し
て

も
、
大
変
心

強

い
か

ぎ
り

で
あ
り
、
役

員
や
会

員

の
皆
様
に
対

し
ま
し

て
、
深

く

敬

意
と
感
謝

を
表

す

る
次

第
で

あ

り

ま
す
。

昨
年

は
、

新
入

学
児

童
に
対
す

る
交

通
安
全
年

賀
状

の
発
送
、
交

通
安

全
運
動
期

間
中
に

お
け

る
パ

レ

ー
ド

へ
の
参
加

、

マ
ス
コ

ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

、
交

通
安

全
教
室

の

開
催

、
高
齢

者
家

庭
訪

問
等
、
献

心
的

な
活
動

に
よ
り
、
交

通
死
亡

事
故

ゼ
ロ

ーニ
、
０

０
０

口口
を
達
成

し

、
そ

の
記

録
が
継
続

中
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う

な
め

ざ
ま
し

い
活
動

が
評
価

さ
れ
ま
し
て
、

会
員
の
大

久

保
玲
子

さ
ん

が
県

の
交
通
安

全

フ
ェ
ス
テ

ィ

バ
ル

に
お
い
て
、
交

通
安
全
功
労

者
と
し

て
表
彰
を
受

け
ら
れ

ま
し
た

が
、
日
頃

の
大

久

保

さ
ん
の
交

通
安

全
に
か
け

る
熱

意
と
、
松
谷

会
長

は
じ
め
、
佐

井

村

交

通

安

全

母

の
会

の

皆

様

の

チ
ー

ム
ワ
ー

ク
の
成
果
で

あ
り
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
こ

ろ
で

、
交

通
情

勢
を
見

ま

す

と
誠
に
厳

し
い

も
の
が
あ
り
、

す

で
に
皆
様

も
新
聞

や
テ
レ
ビ

で

ご
承
知

の
こ

と
と
思

い
ま
す

が
、

全
国

の
交
通
事

故
に

よ
る
死
者
数

は
、
一

二

四

五
一
人

と
五
年

連

続

し
て
一
万

人

突
破

と
い
う
事
態

が
続
き
、
第
二

次
交
通

戦
争
と

い

わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し

た
状
況

は
、
青
森
県
内

に
お

い
て
も
全
く
同

じ
で
、
昨

年

の
交
通
事

故
死
者

数
は
、
一
五
二

人
と
前
年

よ
り
十

六
人

も
増
加

し

た
ほ

か
、
大
間
警

察
署
管
内

に
お

い
て

も
一
二
人

が
死

亡
し
、
前
年

よ

り
一
二
人

増
加
し

た
と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。

交

通
死

亡
事
故

の
特
徴

は
、

・

飲
酒

運
転
に

よ
る
死
亡
事
故

の

大
幅

増
加

・

週
末

に
お
け

る
死
亡
事
故

の
大

幅

増
加

・

子

ど

も
と
高

齢
者
の
死

者
の
増

加

・

若
年

運
転

者
に
よ

る
死

亡
事
故

の
増
加

・

シ
ー
ト

ベ
ル
ト

着
用
率

の
低
下

に

よ
る

も
の

で
す
。

交

通

安

全

の

基

本

は
、

何

と

い
っ
て

も
一
人

ひ
と
り

が
相

手

の

立
場

を
尊
重

し
、
や

さ
し

さ
と
思

い
や
り
の
あ

る
心

を

も
っ
て
行
動

す

る
こ
と
に

あ
る
と
思

い
ま
す
。

こ

う

い
う
意
味

合

い
か
ら
、
特

に
子

ど
も

や
老
人

、
若
者

の
交

通

事
故
を

な
く
す

る
た
め
に

は
、
家

庭

の
中

心
に

お
け
る
交
通

安
全
母

の
会

の
皆
様

が
呼

び
か
け

る
一
口

の
交
通

安
全
教
育

が
大
き

な
影

響

力
を
及

ぼ
す
こ

と
は

も
ち

ろ
ん
、

保
誣
誘
導

活
動

に
大
き
な
期
待

が

寄
せ

ら
れ
て

い
る
と
こ

ろ
で
あ
り

ま
す

。
ど
う

か
、
会
長

を
中
心

に
一
致

協
力

さ
れ
「
交

通
安
全
は
家

庭
か

ら
」
を

合

い
言

葉
に
、
交

通
安
全

の
輪
を
家

庭

か
ら
村

い
っ

ぱ
い
に

繰
り
広

げ
て

い
た
だ
き
ま

す
よ
う

お
願

い
申
し
上

げ
ま
す
。

終
り
に
、

佐
井
村
交

通
安
全
母

の
会

の
益
々

の

ご
発
展

と
、
会

員

の
皆
様
方

の
ご
健
勝

と
ご
多
幸

を

祈

念

い
た
し

ま
し
て

、
新
年

の
あ

い
さ
つ

と
い
た
し
ま

す
。



税務だより 税の相談は

お気軽に ＼

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

容 〇１７７－２３－２３７９

莖
一
｀
鍵
迴
奎
辰
巴

翦

昆

に

平
成
四
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
（
火
）

か
亘

二
月
十
五
日
（
月
）
ま
で

で
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告

は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

期
限

ま
で

に
申

告
を

し

な

か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し

た
り
し
ま
す
と
、
不
足
の
税
金

だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も

よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
、
納
税

者
の
み
な
さ
ん
ご
自
身
で
す
。

期
限
内
に
正
し
い
申
告
と
納

税
を
し
ま
し
ょ
う
。

記帳に基づく
正しい申告を

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が

自
分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す

る
た
め
に
は
毎
日
の
取
引
を
き

ち
ん
と
記
帳
し
取
引
記
録
等
を

保
存
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
方

で
も
、
一
定
の
基
準
に
該
当
す

る
方
は
、
記
帳
や
記
録
の
保
存

な
ど
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

記
帳
の
し
か
た
な
ど
に
っ
い

て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税

務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

年

金

受

給

者

が

死

亡

し

た

と

き

年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る

人
が
亡
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
死
亡
の
届
け
出
を
し
な

い
で
い
る
と
、
年
金
の
支
払
い

が
そ
の
後
も
続
き
ま
す
。
年
金

を
受
け
ら
れ
る
の
は
死
亡
し
た

月
の
分
ま
で
で
す
か
ら
、
遺
族

の
人
が
そ
の
後
も
年
金
の
支
払

い
を
受
け
取
っ
た
と
き
は
過
払

い
に
な
り
、
あ
と
で
ま
と
め
て

返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
過
払
い
を
防
ぐ

た
め
に
、
亡
く
な
っ
た
日
か
ら

十
四
日
以
内
に
「
年
金
用
の
死

亡
届
」
を
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

財産をもらったとき

個人から財産をもらったとき

には、もらった人に贈与税がか

かりますが、一定の要件に該当
する場合には贈与税が軽減され

ます。
・夫婦の間で居住用不動産など

の贈与があったとき……最高
２，０００万円の配偶者控除があ

ります。
・特別障害者の生活費などに充

てるために、特別障害者を受
益者とする財産の信託があっ

たとき……６，０００万円までは

贈与税がかかりません。
・父母または祖父母から住宅取

得資金の贈与を受けたとき…
…３００万円までは贈与税がか

がりません。

なお、これらの適用を受ける
ためには、一定の手続きが必要
です。

詳しくは、お気軽に最寄りの
税務相談室や税務署にお尋ねく

ださい。



く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
つ
以
上
の
年
金
を

受
け
て
い
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
金
に
つ
い
て
の
死
亡
届

が
必
要
に
な
り
、
ま
た
、
な
ん

ら
か
の
理
由
で
支
給
を
停
止

さ

れ
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
も
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
死
亡
し
た
年
金
受

給
者
が
、
生
存
中
に
未
受
領

の

年
金
支
払
分
か
あ
る
と
き
は
、

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族

が
支
給
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
れ
を
未
支
給
年
金
の
請
求

と
い
い
ま
す
が
、
請
求
で
き
る

人
に
は
順
位
が
あ
り
、
先
順
位

者
が
い
る
と
き
に
は
後
順
位
者

は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

未
支
給
年
金
を
請
求
で
き
る

遺
族
と
順
位
は
次
の
と
お
り
で

す
。①
配
偶
者

②
子

③
父
母

①
孫
③
祖
父
母

⑥
兄
弟
姉
妹

死
亡
届
、
未
支
給
年
金
請
求

書
の
提
出
先
は
、
ど
の
制
度
の

年
金
を
受
給
し
て
い
た
か
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

年
金
証
書
な
ど
、
添
付
書
類

が
必
要
で
す
か
ら
、
詳
し
く
は

役
場
住
民
福
祉
課
国
民
年
金
の

係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国民年金の保険料ぱ

毎 月 キ チ ン と

納 め ま し ょ う

持ってますか

年 金 手 帳

ス
ケ
ー
ト
と
い
う
と
、
昨
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
伊

藤
み
ど
り
さ
ん
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア

ー

ス
ケ
ー
ト
の
華
麗
な
演
技
を
思
い

出
す
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

田
ん
ぼ
の
氷
の
上
で
、
げ
た
ス
ケ

ー
ト
で
滑
っ
た
遠
い
日
を
思
い
起

こ
す
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
以
前
は
子
ど
も
の
ス
ケ
ー

ト
遊
び
も
競
技
会
も
、
天
然

の
氷
の
上
で
し
た
。
氷
に
穴

を
開
け
て
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
を

し
て
い
る
傍
ら
で
、
子
ど
も

が
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い

る
風
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
冬
に

な
る
と
、
観
光
情
報
と
し
て
積
雪

情
報
と
と
も
に
、
ス
ケ
ー
ト
場
に

な
っ
て
い
る
湖
の
天
然
氷
の
厚
さ

が
発
表
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、

最
近
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

ス
ケ
ー
ト
は
、
も
と
も
と
氷
の

上
の
交
通
手
段
で
、
大
昔
は
動
物

の
骨
を
削
っ
て
靴
に
く
く
り
つ
け

た
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
北
欧

な
ど
の
穴
居
跡
に
は
、
ヒ
ツ
ジ
や

ウ
マ
、
ト
ナ
カ
イ
な
ど
の
骨
で
作

っ
た
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
靴
が
日
本
に
伝
わ
っ

た
の
は
明
治
十
年
で
、
札
幌
農
学

校
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
が
持
っ
て

き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

長
野
県
の
諏
訪
湖
な
ど
に
ス
ケ
ー

ト
場
が
で
き
ま
し
た
。
最
近
は
冷

凍
機
械
の
出
現
で
、
通
年
リ
ン
ク

が
各
地
に
で
き
た
の
で
、
ス
ケ
ー

ト
は
冬
に
限
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

し
て
も
や
は
り
、
屋
外
リ
ン

ク
で
の
ス
ケ
ー
ト
は
、
冬
の

風
物
詩
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
冬
は
暖
房
な

ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
ピ

ー
ク
に
な
り
ま
す
。
二
月
は
。

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
工
夫
し
、

実
行
し
た
い
も
の
七

す
。



唐
辛

子
ア

ーラ

ー
カ
・
ル
・
ト

唐
辛
子
は
、
い
た
め
物
や
漬

物
な
ど
に
ピ
リ
ョ
と
辛
み
を
効

か
せ
る
料
理
に
欠
か
せ
な
い
材

料
で
す
。

唐
辛
子
は
、
辛
い
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
鉄
分
や
カ
ル
シ

ウ
ム
、
カ
ロ
チ
ン
が
多
量
に
含

ま
れ
て
い
て
、
体
の
血
行
を
よ

く
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
胃

腸
に
活
発
な
働
き
を
促
し
、
食

欲
を
増
進

さ
せ
る
効
果

が
あ

り
、
体
調
の
落
ち
て
い
る
と
き

に
唐
辛
子
を
上
手
に
活
用
す
る

と
、
体
調
の
維
持
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

唐
辛
子
を
包
丁
で
切
ろ
う
と

す
る
と
、
種
が
当
た
っ
て
う
ま

く
輪
切
り
に
な
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
き
れ
い
な
輪
切
り
に
す
る

に
は
、
（

サ
ミ
で
切
る
こ
と
で

す
。
こ
つヽ
す
る
と
、
薄
く
も
切

れ
る
の
で
、
一
石
二
鳥
で
す
。

唐
辛
子
は
、
細
か
く
薄
く
刻

め
ば
刻
む
ほ
ど
辛
く
な
り
ま

す
。
料
理
に
よ
っ
て
、
辛
味
の

効

い
た
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
や

マ
ー
ボ
上

旦
腐
を
作

る
と
き

は
、
唐
辛
子
の
種
を
と
ら
な
い

ま
ま
薄
く
刻
み
ま
す
。
白
菜
漬

け
は
種
を
取
り
出
し
て
、
大
き

く
ち
ぎ
っ
て
漬
物
の
容
器
に
入

れ
る
な
ど
、
辛
さ
を
切
り
方
で

調
整
し
ま
す
。

最
も
辛
い
の
は
、
唐
辛
子
を

丸
ご
と
す
り
鉢
で
す
っ
た
も
の

で
、
辛
さ
は
抜
群
で
す
。

唐
辛
子
は
、
焦
げ
や
す
い
の

が
難
点
で
す
。
具
よ
り
先
に
唐

辛
子
を
油
で
い
た
め
て
辛
さ
を

出
し
ま
す
が
、
熱
し
た
油
に
刻

ん
だ
辛
唐
子
を
入
れ
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
黒
焦
げ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
た
め

物
な
ど
で
唐
辛
子
を
焦
が
さ
な

い
コ
ツ
は
、
油
が
熱
く
な
る
前

に
刻
ん
だ
唐
辛
子
を
入
れ
、
少

し
づ
っ
い
た
め
な
が
ら
辛
味
を

出
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
こ
う
す
る
と
、
黒
焦
げ

に
な
ら
ず
、
見
た
目
に
も
き
れ

い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
唐
辛
子
の
中
で

特
に
辛

い
の
は
何
で
し
ょ
う

か
。
答
え
は
タ
カ
ノ
ツ
メ
。
真
っ

赤
な
先
の
と
が
っ
た
赤
唐
辛
子

で
す
。
庭
先
な
ど
で
簡
単
に
栽

培
が
で
き
る
の
で
、
一
度
試
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

スタ ッドレ スタイヤ装着車

（奪）（羹）儺 参 蓴（丞）（９１ｔ）（ン）（Ｅ）

①発進時は、ゆっくり・慎重に！

②走行中は、加・減速は穏やかに！

③制動時の車輪の回転停止は禁物！

休診 のお しらせ

＝佐井診療所＝

２月４日（木）

２月５日（金）

満１歳になります
宮

木

和

希

ち
ゃ
ん

（
岳
・
智
栄
子
）

大

佐

井

館

脇

志

穂

ち
ゃ
ん

（
健
一
・
久
美
子
）

矢

越

戸籍の窓口
１月１４日現在

Ｏお誕生おめでとう

石 戸 由 紀（順一）古佐井

津 田 晉 ↑専（ 浩 ）大佐＃

Ｏご結婚おめでとう

（岩 間 貴 志（風間浦村）
能 登 雪 子（古 佐 井）

（佐々木 道 徳（古 佐 井）
渡 週 諢 美（大 津 町）

（佐 藤 匸（山 北 町）
工 藤 春 美（大 佐 井）

（市 川 淳 一（狛 江 市）
高 木 ひとみ（大 佐 井）
（高 松 昭 二（木 造 町）

竹 本 良 子（牛 毋）
（小笠原 勝 将（失 越）
佐 藤 木 綿（東 京 都）

○おくやみ申し上げます
横 浜 光 吉（かおり）磯 谷
板 井 藤太郎（正 雄）古佐井
岡 村 そ め（ 黄 ）大佐井

饑 川 徳 毓（ち よ）磯 谷

薗 谷 ノふ み（信 雄）原 田
石 澤 み さ（多倥樹）古佐井
川 畑 ミ ヱ（春 義）失 越

１２月３１日現在人口（前月比）

男 １，８０５（＋２）

女 １，８２９（＋１）

計 ３，６３４（＋３）

世帯数 １，竹／（＋１）
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